
作業製品（様式２） 

 

（家庭班）カラフルマット 

（工芸班）油とりパック （工芸班）ポチ袋 

製品名 中学部 家庭班・工芸班 作業製品 

 

 

 

 

 

学校名 会津支援学校 

学部・学年・作業班 中学部 家庭班・工芸班 
＜製品について＞ 

学年に関わらず縦割りの２つの班（家庭班、工芸班）に分かれて学習を進めています。 

 

＜家庭班＞ 

 ・「刺し子」班では、担当の生徒が刺し子柄の布（黒・紺・白や様々なモチーフがあります。）に、ひと

針ずつ、丁寧に心を込めて糸を通しています。ミシン掛けに挑戦する生徒もおり、トートバッグや

ランチョンマットを製作しています。 

・「マット編み」班では、染色、布さき、糸取り、マット編みの流れでカラフルマット（大、中、小）を作っ

ています。担当の生徒が 1枚ずつ、デザインや配色を考えて編んでいます。 

 

＜工芸班＞ 

 ・牛乳パックを再利用し、「卓上カレンダー」や「油とりパック」、「ポチ袋」などを作っています。パッ

ク切り、ラミネートはがし、パルプちぎり、ミキサー掛けの後、「卓上カレンダー」、「ポチ袋」班は、紙

すき、裁断、組み立て、飾り付けを行っています。「油とりパック」班は、ミルサーでさらに細かく綿

状にし、綿の計量や袋詰めなどを行い製品にします。各作業工程を分担し、みんなで協力しながら

丁寧に取り組んでいます。 

 
       

（トートバッグ）（マルチカバー） 

（工芸班）カレンダー 

（家庭班）刺し子製品  

（ランチバッグ） 



作業製品（様式２） 

アームカバー 

（手工芸班） 

製品名 高等部 手工芸班・木工班 作業製品 

 

 

学校名 会津支援学校 

学部・学年・作業班 高等部 手工芸班・木工班 

＜製品について＞ 

 

＜手工芸班＞ 

 『さをり織り』班が織り上げた生地が、『手仕事』班と『ミシン』班の手で様々な製品に生ま

れ変わり、『小物』班が製作した組み紐やタッセルを付けて１つの製品として完成します。４つ

の班が連携・協力して、お客様に喜ばれる製品になるよう心を込めて製作しています。今年

は、県立博物館と連携し、喜多方市伝統の染型紙「会津型」の模様入りのエコバッグや、アー

ムカバーも製作しています。 

 

＜木工班＞ 

主に杉材を用いた木工製品を手掛けています。木の柔らかい質感や滑らかな手触り、リラ

ックスできる香りなどを大切にしつつ、お客様が安心して使用できるよう耐久性についても

考えた製品作りを行っています。今年は、廃材を活用したり、会津型を取り入れたりして製品

づくりに取り組んでいます。安全に配慮しつつ木工機器を駆使し、一つ一つの製品を大切に

仕上げるよう全員が心掛けて作業しています。 

 

カフェエプロン 

（手工芸班） 

タブレットケース 

（手工芸班） 

鍋敷き  

（木工班） 

スマホスタンド 

（木工班） 

スクエアツール 

（木工班） 

トートバッグ 

（手工芸班） 



作業製品（様式２） 

製品名 高等部 陶芸班・リサイクル班 作業製品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 会津支援学校 

学部・学年・作業班 高等部 陶芸班・リサイクル班 

＜製品について＞ 

 

＜陶芸班＞ 

 型打ちで大小さまざまな形の皿を作ったり、鋳込みで一輪挿しやカップ製品を作ったりし

ています。使う人の気持ちを考えて、工程の一つ一つに丁寧に取り組むよう心掛けながら作

業しています。 

 

＜リサイクル班＞ 

 牛乳パックを再利用して、製品にしています。カレンダー、ポチ袋、ご祝儀袋、コースターは牛乳パ

ックからパルプを取り、紙すきをして作っています。ポーチは、牛乳パックを丁寧に揉み、柔らかくし

てからミシンで縫って作っています。作業工程を分担して、取り組んでいます。 

 

ポーチ ポチ袋 カレンダー 

フリーカップ 丸皿（会津型） 

 

丸皿（掻き落とし模様） 箸置き 

陶芸班 

リサイクル班 

ご祝儀袋 コースター 


